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研究成果の概要（和文）：セルフケア能力を高める看護支援プログラム（以下、セルフケア支援）は、セルフケ
ア能力の質問紙 (SCAQ)を活用する対話を通した支援であり、40分程度の時間がかかる。この支援は、「セルフ
ケア支援を行う看護師のための教育プログラム」を修了した看護師が実施した。
１．「セルフケア支援を行う看護師のための教育プログラム」を修了した看護師は、セルフケア支援への「自
信」が高まり、3か月後も「自信」は継続していた（p＜0.05）。
２．セルフケア支援を受けた慢性病者のセルフケア能力（SCAQ）とQOL（SF-8）は、支援前と比較して、1か月
後、3か月後、6か月後、1年後に有意に向上していた（p＜0.05）。

研究成果の概要（英文）：The nursing support program to improve self-care agency (‘self-care 
support’) comprises provision of support through dialogue based on a self-care agency questionnaire
 (SCAQ). The person with chronic illness fills it in and then consults with the nurse, for about 40 
minutes, on how they can achieve the person's desired lifestyle. This support was carried out by 
nurses who had completed an educational program for nurses providing self-care support.
1.Nurses who completed the educational program for nurses providing self-care support gained 
increased confidence in self-care support. They maintained this confidence even after three months 
had elapsed. (p＜0.05)
2.The self-care agency (SCAQ scores) and QOL (SF-8 scores) of persons with chronic illness who were 
provided with self-care support had improved significantly compared with the level prior to the 
provision of such support (baseline) at one, three, six, and twelve months after receiving the 
support (p＜0.05).

研究分野： 慢性看護
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１．研究開始当初の背景 
（１）疾患や障害をもつ人とセルフケア・セ
ルフケア能力 
 高齢化社会を迎え、慢性病は年々増加して
おり、それに伴い疾患や障害をもつ人が増え
ている。慢性病の特徴は、長期的で、不確か
で、不経済で、多くの場合重複していて、き
わめて侵害的であり、治療不可能なので姑息
的であるという（Strauss, 1984/1987, p.20）。
慢性的な疾患や障害をもつ人は完全な治癒
を目指すことは困難であるが、セルフケアを
行うことでより良い健康状態を保つことは
可能である。セルフケアは、合併症や重篤な
状態に陥ることを防ぐという点から重要視
され、医療費の高騰を抑える点からも期待さ
れている。さらには、セルフケアは、疾患や
障害をもつ人がより良い健康状態を保ち、そ
の人自身が「こうありたい」と思うような生
活、すなわちその人らしく生きていくうえで
も重要と考える。 
セルフケアを行う力として、セルフケア能

力が注目されている。一般に人々は、健康問
題について自ら対応する潜在的な力を持っ
ており、それを発揮できるようなケアが重要
であると指摘されている（Orem, 2001/2005; 
宗像, 1987; Pender, 1996/1997）。疾患や障害
をもつ人のセルフケア能力を高めることは、
合併症などの出現を防ぎ、疾患や障害をもち
ながらも「こうありたい」と望む生活を送る
ことにつながると考える。 
 
（２）セルフケア能力を評価する視点 
セルフケア能力を高める看護支援を検討

するには、セルフケア能力の評価が欠かせな
い。セルフケア能力を評価する指標は、海外
ではいくつかの質問紙が作成されている
(Kearney&Fleischer,1979;Denyes,1980;Ha
nson&Bickel,1985;Reisch&Hauck,1988;Ev
ers,1989)。しかし、セルフケア能力は、社会
文化的な背景や健康状態の影響を受けると
指摘されている（Orem, 2001/2005）ことか
らも、日本文化を反映した指標が必要である。
研究代表者は、これまでに日本における慢性
病をもつ人のセルフケア能力を査定する質
問紙（Self-care Agency Questionnaire、以
下、SCAQ とする）の作成に取り組んできた。
慢性病をもつ人々の自己評価指標である
SCAQ（SCAQ-29 項目版；本庄,1997；本
庄,2001）の作成にはじまり、自己評価指標
と他者評価指標を統合し、SCAQ（30 項目版）
を作成してきた。SCAQ（30 項目版、以下、
SCAQ とする）の Cronbach's α は、0.93 で
あり、内的整合性が高く信頼性が支持されて
いる。SCAQ は、5 つの構成概念【健康に関
心を向ける能力】【選択する能力】【体調を整
える能力】【生活の中で続ける能力】【支援し
てくれる人をもつ能力】をもつ、30 項目の質
問紙である。SCAQ は、患者が回答したあと
に、看護師と患者が話し合う時間をもつこと
で、患者自身の生活の振り返りや、看護師が

セルフケア能力を高める援助を検討する手
立てになり得ることが示唆されている。 
 
（３）セルフケア能力を高める看護支援 
「セルフケア能力を高める看護支援」では、

看護師と疾患や障害をもつ人が共に患者の
生活を振り返りながら、慢性病をもつ人が
「できそう」「やってみよう」と思えるよう
な健康管理の方法を共に考えることが重要
となる。SCAQ を活用して、一人ひとりの生
活に目を向けた看護支援を行うことは、慢性
病をもつ人のセルフケア能力を高めること
につながると考える。 

SCAQ を活用したセルフケア能力を高め
る支援は、これまでに複数の研究や実践で取
り組まれてきた。これまでの研究では、この
支援を受けた患者は、生活を振り返ることが
でき、行動変容につながったことなどが明ら
かとなった。また、この支援を展開した看護
師は、患者に関心を寄せた支援を行うことが
でき、患者一人ひとりに合わせた支援を展開
できることに看護の喜びを感じていた。この
ように、セルフケア能力を高める看護支援プ
ログラムのある程度の効果が明らかとなっ
てきている。また、支援プログラムでは紙媒
体での作成のみならず、ロールモデル等を含
めた視覚教材の作成も行ってきた。 
以上をふまえ、平成 26 年度～平成 29 年度

にかけて、このセルフケア能力を高める看護
支援プログラムを洗練し普及すること、そし
て、セルフケア支援プログラムの効果を検討
することを目的とした研究に取り組みたい
と考えた。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、以下のとおりである。 

（１）疾患や障害をもつ人の「セルフケア能
力を高める看護支援プログラム（以下、セル
フケア支援プログラム）」を作成・洗練し、
普及する。 
（２）セルフケア支援プログラムの効果を、
以下の 2 点から明らかにする。 

a）「セルフケア支援を行う看護師のための
教育プログラム（以下、教育プログラム）」
を修了した看護師の変化 

b）a）のプログラムを修了した看護師にセ
ルフケア支援を受けた疾患や障害をもつ人
の変化 
 
３．研究の方法 
 
（１） セルフケア支援プログラムの洗練と

普及： 
「セルフケア支援」の具体的な 3 ステップ

やそこで用いるツールについて、セルフケア
支援に精通した看護師および研究者間で討
議し、洗練を行った。さらに、セルフケア支
援を実施する看護師のための「教育プログラ
ム」を開発した。 



看護系学術集会での交流集会、および、研
究者らが開催する公開研究会において、これ
らのセルフケア支援について普及した。 

 
（２） セルフケア支援プログラムの効果の

検討 
a)教育プログラムを修了した看護師の変化 
＜教育プログラム受講 3 か月までの変化＞ 
① 研究参加者：SCAQ を活用したセルフケ

ア支援の取り組みを行っている 3 施設の
看護師。脳血管疾患、心不全、呼吸器疾
患、糖尿病をもつ人のケアを行う看護師
で、セルフケア支援に関心のある経験年
数 3 年目以上の看護師。 

② データ収集方法：教育プログラム実施
前・修了直後・修了 3 か月の 3 時点で、
質問紙を用いて、セルフケア支援への自
信（Visual analogue Scale；VAS）の値
を自記式の質問紙にて調査した。教育プ
ログラム修了直後にフォーカス･グルー
プインタビューを行いプログラムでの学
びや評価を語ってもらった。 

③ データ分析方法：インタビューは逐語録
にまとめ、学びの内容をカテゴリー化し
た。セルフケア支援への自信の程度につ
いては、SPSS Ver.22 を用いて、VAS の
平均値の差の検定を行った。 

＜セルフケア支援を開始してからの変化＞ 
① 研究参加者：教育プログラム修了後、セ

ルフケア支援の取り組みを行っている
看護師。  

② データ収集方法：セルフケア支援開始後、 
3 か月、6 か月の時点で、グループイン
タビューを実施した 

③ データ分析方法：インタビューは逐語録
にまとめ、質的記述的に分析した。 

 
b)セルフケア支援を受けた人の変化 
① 研究参加者：セルフケア支援を受けた脳

血管疾患、心不全、呼吸器疾患、糖尿病
をもつ人 

② 介入：セルフケア支援を、初回、1 か月
後、3 か月後、6 か月後に実施した。12
か月後は介入をせずに、調査のみ実施し
た。 

③ データ収集方法：介入前（ベースライン）、
1 か月後、3 か月後、6 か月後、12 か月
後に質問紙調査を実施した。 

④ データ分析方法：SPSS Ver.22 を用いて、
セルフケア能力（SCAQ スコア）と QOL
（SF-8 スコア）について、ベースライン
を基盤として、1 か月後、3 か月後、6 か
月後、12 か月後の変化を、対応のある t
検定を用いて検証した。 

 
４．研究成果 
 
（１）セルフケア支援プログラムの洗練と普
及 
 SCAQを活用したセルフケア支援の3ステッ

プの洗練と、この支援を行う看護師のための
教育プログラムを開発した。 
＜セルフケア支援の 3 ステップ＞ 
<1>SCAQ に回答してもらう。 
<2>SCAQ の得点傾向から強みと課題を把握
する。 
<3>上記 1,2 を踏まえ、看護師と疾患や障害
をもつ人との対話を通して、セルフケア支援
を行う。その人の「どうありたいか」（目標）
を共有し、その目標に向けて、生活の中で継
続できそうなセルフケアを共に考える。 
 
＜教育プログラムの内容＞ 
<1>講義と演習： 約 3 時間 
・セルフケア支援の基本的な理解（DVD）    
・セルフケア支援で押さえておきたい知識  

  疾患特有の指標や介入ポイントなど 
・ロールプレイ 

<2>セルフケア支援の実施 
自部署で 1事例にセルフケア支援を実施し
てみる。セルフケア支援シートに支援の内
容を書き込む。 

<3>リフレクション（30 分程度） 
 セルフケア支援に精通した看護師や大学
教員と、セルフケア支援についてのリフレ
クションを行う。 

 
セルフケア支援に活用できるツールとし

て、SCAQ 得点の推移をレーダーチャートで
示せるエクセルシート、および、目標（その
人のどうありたいか）とセルフケア支援を書
き込める「セルフケア支援シート」を作成し
た。 

4 年間で看護系学術集会での交流集会 9 回
を実施し、セルフケア支援について広く意見
交換をして、普及を行った。また、研究者が
開催した公開研究会は 15 回であり、参加者
は各回 4 名～37 名（延べ 288 名）であった。   
希望者には、セルフケア支援の資格教材の

貸し出し、SCAQ 得点の推移が示せるレーダ
ーチャートや「セルフケア支援シート」を提
供した。 
 尚、（２）の効果検証に研究協力をした 3
施設のうち、1 施設では電子カルテにセルフ
ケア支援シート（SCAQ 得点のレーダーチャ
ートや、目標やセルフケア支援内容が記入で
きるもの）が組みこまれることとなった。 
 
（２）セルフケア支援プログラムの効果 
a)看護師の変化 
＜教育プログラム受講後 3か月までの変化＞ 
「セルフケア支援を行う看護師のための

教育プログラム」を修了した看護師は 85 名
（平均年齢 31.7 歳、臨床経験年数の平均 8.7
年）であった。そのうち、質問紙（セルフケ
ア支援への自信）の回答が得られた看護師は
65 名（平均年齢 32.2 歳、臨床経験年数 9.1
年）であり、「セルフケア支援への自信」は、
教育プログラム前に比べ、修了直後は有意に
上昇し、3 か月後もその自信は維持されてい



た（p＜0.05）。 
また、教育プログラム修了後のグループイ

ンタビューに参加した看護師は 83 名であっ
た。教育プログラム修了後の学びや気づきと
して、「SCAQ を用いたセルフケア支援の特
徴を知る」、「疾患特有の最新知識とセルフケ
ア支援の工夫を学ぶ」など SCAQ を活用した
支援に関する基本的知識を得ながら、支援の
実際をイメージ化することができていた。さ
らに、「SCAQ を用いた支援の強みや有用性
を実感する」、「患者・看護師双方のモチベー
ションの向上」といった看護師自身のモチベ
ーションの高まりにもつながっていた。 

 
＜セルフケア支援を開始してからの変化＞ 
教育プログラムを修了し、セルフケア支援

の実施への協力に同意し、フォーカス・グル
ープインタビューに参加した看護師は 61 名
であり、臨床経験年数の平均は 9.15 年であっ
た。 
セルフケア支援を行う看護師たちは、対象

者へのケアとして、「その人をわかろうとす
ること」、そして、「その人の望む＜生活＞や
＜人生＞に向けたセルフケアを支えようと
すること」が明らかになった。同時に、看護
師たちは、対象者へのケアにとどまらず、「個
人として成長」や「チームや組織としての成
長」といった、個人そして組織の理解や協力
がセルフケア支援に欠かせないことに気づ
き向き合っていくことが明らかとなった。 
 
b)セルフケア支援を受けた人の変化 
 セルフケア支援を受けて、研究協力に同意
した人は、64 名であった。脳血管疾患患者
31 名、呼吸器疾患患者 8 名、心不全患者 9
名、糖尿病患者 16 名であった。 
 セルフケア支援介入前をベースラインと
して、支援開始後１か月、3 か月、6 か月、
12 か月の時点で質問紙調査を実施した。 
 セルフケア能力（SCAQ スコア）は、ベー
スラインと比較すると、1 か月後（n=54）、3
か月後（n=49）、6 か月後（n=43）、12 か月
後（n=36）のいずれも有意に向上していた(p
＜0.05)。 
 また、QOL（SF-8 スコア）は、ベースラ
インと比較すると、1 か月後（n=44）、3 か月
後（n=40）、6か月後（n=38）、12か月後（n=32）
のいずれも有意に向上していた（p＜0.05）。 
 本研究では、対象群を設けず 1 群のみの前
後比較による検定を行っているため、今後は
対照群との比較検討など、さらなる探求を行
いたい。 
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